
                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                               

                                     

    環境活動２０２３年がスタートしました。各フロアに新しい環境宣言を貼りだしました。確認して 

   ください。今年も電気使用量を押さえるための活動を継続します。特に、エアコン使用について 

管理を徹底したいと思います。室温が基準に達した場合、速やかに電源をきってください。照明も 

同じように、不要の照明は消灯してください。エコキャップの回収も継続します。昨年15，000個を 

達成しました。ご協力に感謝します。新規入社された方に､繰り返しお願いします。ペットボトルを 

  飲み終えたなら、キャップを必ず所定の容器に入れてください｡ペットボトルと一緒に捨てないよう 

  お願いします｡限界に近い量を集めなければなりません｡家庭からの提供も歓迎します｡ 

  美化活動も例年通り実施します｡活動のたびに回収しているプラスチック類ですが､そのまま放置 

  しておくと､いずれ分解､劣化してマイクロプラスチックに形を変えて行きます｡プラスチックは自然に 

  消滅することが無いので､小さなプラスチックの状態で残ります｡これがどれだけ地球環境に影響 

   するか分かっていません｡こうした状況を少しでも改善するために､美化活動を継続して行きます｡ 

  環境教育も大事なことなので続けます｡  教育と聞くと、嫌いなことを勉強させられるイメージがあり 

   受入難く感じるようです｡ここで言う教育は､知識の取得を意味します｡楽しみながら覚えてもらえる 

                                                                      ように工夫しますので､これからもこうした情報誌や､環境コラムなど､見ていたがけるよう努力します｡                                              

 防災について見直します         

     毎年2月に実施している緊急事態の対応訓練は､ケガをしないことを一番に考えた 

  身の安全を確保する行動を訓練しています｡反省意見の中に､今の訓練では､地震には 

 有効だが､火災や水害には意味がなく､防災全体を見渡した訓練も必要といった提案が 

   一年をかけて､防災のあり方について考えることにしました｡防災については､環境の問題  

   ばかりでなく､安全衛生の立場で、防災対策を考え、二つの会議が合同して、一つの   

   テーマに取組む。これは今まで例を見ない方法で ､難しさもあると思うが､従来の考え方   

   常識にとらわれず､真に､安全で環境にも配慮した対策になるよう期待している｡ 

環境コラム｢さくらの由来｣             

この季節､日本全国､どこに行っても美しい桜を楽しむことができます｡中でも染井吉野は､桜の 

代表格で､この近くに咲いている桜もこの種類になります｡染井吉野は､江戸時代に､エドヒガンを 

もとに接ぎ木や挿し木で増やしたもので､言い方を変えればクローンです｡この種は病気や気候 

    変動に強いこともあって増えていきました｡最も､桜の木自体は､ごく一般的で､散り際が美しいこと 

     から武士に好まれました｡貴族の時代の花見と言えば､もっぱら梅や桃のことで､平安時代など 

     圧倒的に梅の花を読んだ歌が多く見られます｡また､桜には毒があるといわれています｡それは 

      葉にクマリンという成分が含まれているためで､食べない限り大丈夫です｡次は 八重桜が楽しみです｡まだまだ桜見物楽しめそうです｡ 

最高責任者のコメント  

２０２２年度の環境目標はエコドライブ､環境教育､エコキャップ回収､美化活動については 

すべて達成することが出来た｡残念ながら電気使用量については､生産の拡大､新規事業の立ち 

上げなどにより達成することができなかた｡実行委員の中には環境目標として活動するには 

条件が悪すぎるといった意見もあり､目標から外す提案もあった｡電気は､当社がエネルギ－と        

して生産プロセスで使用する唯一のものであり､電気を管理し続けることが重要と判断した｡確かに 

当社の電気使用量は､Ｎサイト立ち上げ以降上昇し続けている。生産額もそれに伴い増加していて 

管理が厳しい状況にある。今一度、継続してきた節電等の地道な努力で、無駄を丁寧に洗い出し、方向性を見付けてほしい。 

２０２２年度環境目標達成状況         

今年の環境目標は､ 

電気使用量が未達成の 

状態で終了しました｡ 


